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序　　　文

スリ・ランカ ガンパハ農業普及改善計画は、平成6 年 4 月 6 日に署名された討議議事録（R ／D）

に基づき、ココナッツ畑の間作を材料に、普及素材の開発、普及員の訓練・講習、モデル展示圃

を使った普及活動の展開を通じ、ガンパハ県における普及方法の改善と強化を図ることを目的と

して、平成 6年 7月 1日から 5年間の予定で技術協力が行われてきました。

プロジェクト協力期間の終了を 2 カ月後に控え、国際協力事業団は平成 11 年 4 月 19 日から 4 月

29 日までの 11 日間、財団法人日本農林漁業振興会常務理事　品田正道氏を団長とする終了時評価

調査団を現地に派遣し、スリ・ランカ側評価チームと合同で、これまでの活動実績などについて

総合的な評価を行うとともに、今後の対応策などについて協議しました。

これらの評価結果は、日本およびスリ・ランカの合同評価調査団による討議を経て合同評価報

告書としてまとめられ、署名のうえ、両国の関係機関に提出されました。

本報告書は、同終了時評価調査団の調査および協議の結果を取りまとめたものであり、今後広

く関係者に活用されて、日本およびスリ・ランカ両国の親善と国際協力の推進に寄与することを

願うものです。

最後に、本調査の実施にあたり、ご協力いただいたスリ・ランカ政府関係機関およびわが国の

関係各位に厚く御礼申し上げるとともに、当事業団の業務に対して、今後ともいっそうの御支援

をお願いする次第です。

平成 11 年 5 月

国 際 協力事業団　　

理事　亀　若　　誠　　
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第 1 章　終了時評価調査団の派遣

1 － 1　調査団派遣の経緯と目的

スリ・ランカでは農業人口が労働人口の半ば以上を占めるにもかかわらず、農業のGDP に占め

る割合は 3 割以下で、生産性が低かった。そこで同国政府は 1979 年から、地域開発の重要性に焦

点を置いた農村総合開発事業（Integrated Rural Development Project：IRDP）を展開している。

首都コロンボの北に隣接するガンパハ県は、県の南部および西部が国内最大の工業地帯である

一方、総面積の 57％を農用地が占めているが、その生産性は低く、多くの農産物が他県から移入

されている。

こうした状況から同国政府はわが国に、ガンパハ県農村総合開発計画のマスタープラン策定を

要請し、1987 年にマスタープランが策定された。これに基づいてわが国は農村総合開発計画に関

する無償資金協力を行った。

同国政府はこれに加えて 1990 年 7 月、農業生産の多様化により、農業生産性向上と農家収入増

大を図ることを目的としたプロジェクト方式技術協力を、わが国に要請してきた。

しかしながら同国の要請が多岐にわたっていたため、国際協力事業団は 1993 年 2 月に事前調査

団、1993 年 7 ～ 9 月に長期調査員を派遣し、協力分野の絞り込み、実施計画の詳細調査を行った。

続く 1994 年 3 月に実施協議調査団を派遣し、それまでの調査結果を踏まえて討議議事録（Record

of Discussions：R ／ D）および詳細事項に関する覚書（ミニッツ）の署名を取り交わした。その

結果、1994 年 7 月 1 日から 5 年間にわたるガンパハ農業普及改善計画プロジェクトが開始された。

このたびプロジェクト終了が迫ったことから、5 年間の実績と計画達成度を、R ／D、暫定実施

計画（TSI）などの合意文書に基づいて総合的に調査・評価し、技術協力期間終了後の取るべき措

置について協議したうえ、その結果を日本およびスリ・ランカの両国政府と関係当局に報告、提

言することを目的として、終了時評価調査団が派遣された。

1 － 2　調査団の構成

（氏　名）　　　（担当分野）　　　　　 （所　　属）

品田　道正 総括 （財）日本農林漁業振興会常務理事

石場　　裕 協力評価 農林水産省経済局国際部技術協力課海外技術協力官

田中　篤哉 栽培（水管理） 農林水産省農業者大学校教育指導官

鳥取　　寛 農業普及／研修管理 農林水産省農産園芸局普及教育課国際協力係員

小林　　茂 評価分析 システム科学コンサルタンツ㈱

岡　　直子 技術協力 国際協力事業団農業開発協力部農業技術協力課
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（3）Western Provincial Council （西部州政府）

Mr. R.W. Piyasena Chief Secretary

Mr. W. Dayarantne Director of Planning

Mr. L.M. Somawardina Depu ty  P rov inc i a l  D i r e c t o r  (Ag r i cu l t u r e ) ,

Gampaha District

＜日本側＞

（1）在スリ・ランカ日本大使館

野田　智子 書記官

（2）JICA スリ・ランカ事務所

狩野　良昭 所長

鈴木康次郎 次長

尾上　能久 所員

1 － 5　終了時評価の方法

終了時評価は、日本側調査団員とスリ・ランカ側評価チームから成る合同評価によって行われ

た。

スリ・ランカ側評価チームのメンバーは下記のとおりである。

　Mr. R.D.A. Ranasinghe External  Resources  Depar tment ,  Minis t ry  of

Finance and Planning

　Ms. Chintha Chethiyawardene Deputy Director, Regional Development Divi-

s ion ,  Min i s t ry  o f  P l an  Imp lemen ta t ion  and

Perliamentary Affairs

　Mr. Bedgar Perer Director ,  Agricul ture  Development ,  Minis t ry

of Agriculture and Land

　Mr. H.M. Dayanada Assis tant  Secretary,  Ministry of  Agricul ture,

Western Provincial Counsil

　Mr. D.G. Samarasinghe Deputy  Direc tor ,  Nat ional  P lanning  Depar t -

ment

　Mr. H.A.J. Gunathilake Senior Agronomist, Coconut Research Institute

終了時評価はプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）における指標および活動計画書

に沿って投入実績、活動実施状況、成果の達成状況、プロジェクト目標達成の見込みなどを中心
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に計画達成度を把握したうえ、①目標達成度、②効率性、③効果、④計画の妥当性、⑤自立発展

の見通し、の評価 5 項目に沿って評価を行った。
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第 2 章　要約

本「スリ・ランカガンパハ農業普及改善計画」終了時評価調査団は、スリ・ランカ側評価チーム

と合同で、プロジェクトの実績と計画達成度について調査・評価した結果を、合同調査報告書に

取りまとめ、ミニッツ（資料 1）の署名を取り交わして、日本およびスリ・ランカ両国政府関係機

関に報告した。

その要点は以下のとおりである。

（1）総合評価

本プロジェクトが発足するにあたって、当初スリ・ランカ側からは広範多岐にわたる協力

要請があったが、「ココナッツ畑への間作導入による農地の有効利用」とすることで目標が絞

られた。また、この目標を達成するため、農業普及員の研修、普及素材の開発などの普及活

動の展開を通じて、その手法を移転し、「普及方法の改善と強化」を図るプロジェクトとされ

た。経過的には R ／ D の一部変更もあったが、基本合意に沿って活動が行われた。

協力開始時には、もともと本プロジェクトが、農村総合開発計画（IRDP）に基づき要請さ

れたこともあり、日本側とスリ・ランカ側とで本プロジェクトに対する理解に相違がみられ

た。また、国情や農村地域の制度・慣習などの相違から、普及方法の改善の考え方も異なっ

ており、それらについて双方の共通認識を得るのに手間取った。さらに、農民の自主性の上

に立って普及方法の改善を進めるというソフトな活動であるだけに、短期間に目に見える成

果をあげることは容易でないと思われていた。

しかし、プロジェクトは、現地の実情を踏まえて試行を繰り返し、工夫を重ねながら活動

を進めてきた。そして地域の農民の自主性を助長しながら生産グループの育成を行い、ココ

ナッツ園の間作導入・改善を図り、この地域に農業の将来への展望を開いたことは評価すべ

きものである。

（2）ココナッツ畑の間作導入

本プロジェクトの目標であるココナッツ畑の間作の導入と改善については、プロジェクト

期間中、各種の野菜、果樹の試作が行われたが、この国の気象条件、土壌条件、ココナッツ畑

の遮光条件、さらには病害虫の発生などの影響が大きく、当初意図していた野菜主体の間作

導入は困難となった。このため、プロジェクト後半には、成長の早い半永年作物のバナナ、パ

イナップル、パパイヤなどの作付が増加した。供与された気象観測機器の利用もあって、水

管理技術も適用されるようになった。
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作物の導入にあたっては、プロジェクト・サイト構内の畑作モデル農場（無償資金協力によ

る）内に設けた試作園で試作し、これを実証するためにサイト近傍のココナッツ園に実証圃を

設置した。当初計画した農家圃場での展示圃設置は、この国の慣習上なじまず、優良な生産

グループ員の圃場を展示圃として用いることとした。

ココナッツ園への間作導入・改善は、育成された生産グループの圃場を通じて行われ、一

部では輸出換金作物の導入もあり、農家収入の増加をみている。

（3）普及方法の改善

普及方法の改善については、以下の成果があがった。

1）普及活動は、専門家の指導のもとに、カウンターパートが普及員Agriculture Instructor：

AI）に対し、さらに普及員が農民に対して各種の研修を行いながら、農民の自主性による生

産活動を促すよう行われ、対象として生産グループの育成を図った。

2）本プロジェクトにおいて技術移転を意図したいわゆるボトムアップ方式に基づく普及方法

の改善は、スリ・ランカの農業指導がトップダウンの仕組みのなかで行われている実情にあっ

て容易ではなかったが、具体的な活動を通じて、しだいに普及方法が理解されてきた。具体

的な活動とは、たとえば、農民を参加させて普及員研修を進めた、先進グループ員の圃場を

研修圃場として展示機能をもたせた、グループが自主的に管理するファンドを設けた、グルー

プ員の生産計画への自主的参画を促した、研修資材を開発・活用した、などである。

3）生産グループの育成は、ココナッツ園への間作導入・改善のための拠点組織ともなって進

捗し、内容の充実もみられるようになった。グループに対して、従来無償供与していた生産

資材を有償とし、自主的管理によるグループファンドの積み立てを行ったことは、自立心の

涵養に役立った。

各生産グループは研修を受けた普及員が担当して指導しているが、カウンターパートはも

ちろん、普及員も熱心に集団組織の育成にあたり、各集団にはリーダーが育ちつつある。さ

らに生産物の輸出販売も行う企業的組織に発展したものや、女性グループの組織も実現した。

派遣専門家が行ったアンケート調査の結果をみると、グループ参加農民のほとんどが「参

加してよかった」としている。また担当普及員側は、農民自身が自主的に計画して、技術・知

識の交換や問題発見、問題解決の力がつき、グループの発展段階に応じて自主的運営能力が

ついてきたとしており、グループの育成を通じて、ボトムアップ方式が理解されてきている

ことがわかる。

4）普及方法の改善活動によって育成された農民生産グループは、スリ・ランカ国内では他に

例をみないものといわれ、スリ・ランカ政府においても評価している。特に本プロジェクト

活動によって、自主的運営による農業生産を行う農民グループの育成が進み、カウンターパー
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トはもとより、普及員、農民の意識を高め、自立を目指す農民の姿がみえてきたといえる。こ

の活動は、現地の実情のなかで普及改善の手法を技術移転したもので、活動のプロセスは、

「ガンパハ方式」として評価すべきものである。

また今後、グループの成長と発展とともに、他地域への波及も期待される。

（4）協力終了後の措置

本プロジェクトの協力終了後の措置については、プロジェクト活動が自立的に発展し、成

果や効果が持続的に再生産されることを期待し、スリ・ランカ側に強く提言した。

1）今後の体制については、本プロジェクトの推進母体となった IRDP のガンパハ県組織は、1

～ 2 年後に廃止される。これに先立って、協力終了後の本プロジェクトの活動は、1999 年 7

月 1 日から西部州の組織として新たに農業普及改善センター（Agricultural Extension Im-

provement Centre：AEIC）に引き継がれる。この所長は本プロジェクトサイトが置かれたア

ンベプッサの農業研修センター（District Agricultural Training Centre：DATC）所長が兼

ねることになっている。

2）AEIC において、本協力によって技術移転された成果を維持、発展させるために必要な要員

および予算の確保、また供与された資機材の管理などについて、スリ・ランカ側と協議し、必

要な措置を要請した。さらに本プロジェクト活動によって育成された生産グループがファン

ドを利用するなどして自主的な活動を促進し、自立発展へのインパクトを与えることが重要

であり、そうした観点からグループ活動への女性について提言した。

本プロジェクトモデルケースとして、ガンパハ地方におけるココナッツ畑の間作改善およ

び普及方法の改善を方向づけ、他のプロジェクト案件を効果的に立案、実施するために多く

の点を示唆している。

本プロジェクトの成果が生かされていくためには、スリ・ランカ側が本プロジェクトのメ

リットを認識し、自立的に活動を続けるとともに、わが国としても今後の推移を的確に把握

し、適切にフォローしていく必要がある。

技術協力終了後この成果を定着、発展させるためには、専門的立場からアドバイスするな

どして、スリ・ランカおよび現地と接点を保ちながら、適切な方法で、支援、協力を行うこと

が肝要と考える。
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第 3 章　協力実施の経緯

3 － 1　相手国の要請内容と背景

スリ・ランカ政府は地域開発計画の重要性に基づき、1979 年から農村総合開発事業（IRDP）に

着手し、以後 16 の県で事業を展開している。

首都コロンボの北に隣接するガンパハ県は、面積 1399km2、人口 1724 万人（1991 年時点）を有

し、県の南部および西部は工業投資促進地域であり、国内最大の鉱業地帯となっている。スリ・ラ

ンカの低地湿潤地帯に属するガンパハ県は農用地が総面積の 57％を占めており、その生産は飯米

用の水稲と伝統的な換金作物であるココナッツを中心に行われているが、その生産性は低く、他

県から農産物が移入されている現状にあった。

このような状況より、同国政府はわが国に対し「ガンパハ県農村総合開発計画」の策定を要請し、

これを受けて 1987 年にマスタープランが策定された。その後、本マスタープランに基づき、同国

の優先事業とされた農業生産振興モデル事業の一環として、無償資金協力「ガンパハ県農村総合

開発計画」が 1989 年より 2 期にわたり実施され、アンベプッサ畑作モデル農場をはじめとする施

設が整備された。

さらに、同国政府は農村総合開発計画において、農業生産を多様化させることにより農業生産

性および農家収入の増大を図るため、1990 年 7 月、わが国に対して、プロジェクト方式技術協力

「ガンパハ農村総合開発計画」を要請してきた。

要請の内容はきわめて広範囲にわたり、「ガンパハ県内および湿潤地帯全体の農業生産の多様化」

「都市近郊型農業の普及」「水田裏作への畑作物の導入」「ココナッツ畑への間作導入による農地の

有効利用」「輸出小作物などによる高収益作物の導入」「上記を可能にするための水管理技術の導入」

などを目的とし、協力課題は「水稲栽培」「水管理技術」「畑作物栽培」「種苗生産技術および輸出小

作物」「技術普及」「農業機械」からなるものであった。この要請を受け、事前調査、長期調査を通

じ検討した結果、協力範囲が絞り込まれ、農業生産の多様化を図って土地の有効利用による農業

生産を向上させるためには、個々の栽培技術とともに普及方法の改善による普及の強化が重要で

あると判断された。

3 － 2　プロジェクト基本計画および詳細活動計画

討議議事録（R ／D）などで合意されたプロジェクトの基本計画と詳細活動計画は、以下のとお

りである。
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3 － 2 － 1　基本計画

（1）プロジェクト目標

ガンパハ県のココナッツ畑において、有効な農地の利用と作物の多様化が達成される。

（2）期待される成果

1）ココナッツ畑の間作における作物生産技術が改善される

2）モデル地区における生産集団の組織化とモデル展示圃の設置による農業普及方法が改善

される

3）普及職員のための普及方法と作物生産技術の研修教材が開発される

4）研修を通じて、普及職員の技術レベルが改善される

（3）活動項目

1）ココナッツ畑における間作作物の生産技術の改善

2）農業普及方法の改善

3）研修教材の開発

4）研修の実施

（4）日本人専門家

1）チームリーダー

2）業務調整員

3）各専門家（野菜、その他作物、水管理、普及）

3 － 2 － 2　詳細活動計画

詳細暫定実施計画（1998 年 1 月改訂）を以下に示す。
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